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緒言—長期課題の顕在化とその背景

現代社会は、気候変動、資源エネルギー問題、イ
ンフラの維持管理や財政問題など、複雑な課題に
直面している。これらの多くは、解決に長期間を要
する、世代を跨ぐ課題でもある。すなわち、現世代に
よる様々な意思決定やアクションが将来世代にも
影響を及ぼすサステイナビリティ問題である。これ
らの長期課題に対して、人類は適切に対処してき
たのであろうか。様 な々データを見る限り、これらの
課題において改善が見られているとは言い難い。例
えば、20世紀の半ばからの人口増や都市化など
の社会経済状況の急激な変化に伴い、温室効果
ガスの世界全体での排出量を始めとして、地球環

境に関する指標のいくつかは悪化の一途をたどっ
ている（Steff an et al., 2015）。ロックストロムらは、
地球環境に関する９つの領域について限界値を
示した「プラネタリーバウンダリー」の概念を2009
年に発表したが、この時点で既に３領域が限界値
を超えているとの評価結果を示した（Rockström 

et al., 2009）。そして、2023年に発表された最新
の評価結果によれば、限界値を超えた領域が３領
域から６領域へと増加しており(Richardson et al., 

2023)、地球環境の状況は時間とともにむしろ悪化
している様相である。カーボンニュートラルやSDGs
目標など、政府や国際的なレベルで目指すべき社
会ビジョンが提唱され、そこに向けた対策や施策も
講じられているものの、状況は必ずしも改善してい
ないと見るべきであろう。

これらの、世代間利害対立を含む長期課題を
解く鍵の一つは、将来世代の利益や権利をいかに
現代社会の意思決定において考慮し未来に向け
て行動するか、という点にある。ところが現代社会
において、現世代と将来世代の双方の利益を考慮
し、世代間の利害調整に基づいた最適な意思決
定を実施するための仕組みやメカニズムは存在し
ていなかった。人類がこれらの長期課題に適切に
対処し、持続可能な社会を導くためにはどのような
社会の仕組みや社会システムをデザインし、実装
すべきなのか？ これが、本稿で取り上げるフュー
チャー・デザインが取り組むテーマである。本稿で
は、フューチャー・デザインについて説明し、その
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有効な仕組みの一つとして研究や実践が進む「仮
想将来世代」の考え方や実践例を紹介する。また
フューチャー・デザインの今後の展望や取り組むべ
き課題にも言及する。

フューチャー・デザイン

フューチャー・デザインとは「将来世代に持続可
能な社会を引き継ぐための社会の仕組みのデザイ
ンと実践」のことをいう。現代社会においてはこれ
まで、まだ見ぬ将来世代の利益を考慮し、合意形
成を行うための仕組みは存在していなかった。先
に挙げた長期課題の多くが、世代間利害対立やト
レードオフを伴う問題である。世代間のトレードオ
フについては、例えば、現世代が快適な生活を営
むために、枯渇性の天然資源を過剰に消費した場
合、将来世代は不利益を被ってしまうことを想像
すれば分かり易いだろう。将来世代の福利を保証
した持続可能社会を実現するためには、現世代と
未だ見ぬ将来世代との両世代の利益を考慮して、
適切な解を導くための、あるいはそのような意思決
定を支えるための社会的装置や仕組みが必要な
のである。

西條（2018）は「たとえ、現在の利得が減るとして
も、これが将来世代を豊かにするのなら、この意思
決定・行動，さらにはそのように考えることそのもの
がヒトをより幸福にするという性質」を人の“将来
可能性”と定義し、将来可能性を生むような社会
の仕組みのデザインの必要性を説いた。そのような
仕組みのデザインは可能なのだろうか？ これまで
の研究から明らかになってきた有効な仕組みの一
つは、まだ見ぬ将来世代の視点に立ち、現世代の
意思決定を回顧的に考察・評価するための「仮想
将来世代（Imaginary Future Generations）」と呼
ばれるものだ。将来世代の視点から現代の様々な
意思決定や評価を行う「将来省」といった組織をイ
メージしてもよいだろう。

これまで、経済実験、フィールド実験、社会実践
を通じて、仮想将来世代を取り入れることによっ
て、人の将来可能性を生み出し、将来世代の利益

も考慮した持続可能な意思決定を導くことが可能
であることが示されてきた。被験者（学生）を集めた
最初の経済実験では、３人一組のグループの意思
決定において、ランダムに選ばれた１名が次の世
代以降の代表者（すなわち仮想将来世代）としての
役割を与えられ、他の二人と交渉する仕組みを取
り入れた場合の効果を検証した。その結果、そのよ
うな仕組みが無い場合の実験結果と比較して、グ
ループ３名の意思決定は、将来世代の利益をより
考慮した、持続可能な選択肢へとシフトすることが
示された（Kamijo et al., 2017）。また、フィールド実
験においても、仮想将来世代を取り入れた、新た
な仕組みを導入することの有効性が示されている

（Shahrier et al., 2023）。これらの実験は、金銭的
尺度がベースではあるものの、将来世代の視点を
導入することによって人の将来可能性とも言うべき
性質が生みだされ、未来社会や将来世代をより重
視した判断や意思決定を導くことが可能となること
を明らかにした。それでは、現実社会の具体課題に
関わる意思決定や合意形成においては、仮想将来
世代の導入はどのような意義や効果を持つのであ
ろうか？ この点を明らかにしたのが、次節に述べる
フューチャー・デザインの実践である。

フューチャー・デザインの実践

仮想将来世代を導入したフューチャー・デザイ
ンの初実践は、2015年に岩手県矢巾町で実施
された。フューチャー・デザインのコンセプトと研究
の構想を進めていた、筆者を含む大阪大学の研究
チームと矢巾町とが連携し、町民参加の下で約6
カ月にわたる５回のワークショップを実施した。この
実践では、町民が2060年を目標年とした地方創
成プランの検討を行い、今後10年間で実施すべ
き施策案を提案した。参加した町民が４グループ
に分かれ、2グループが現世代グループ、他の2グ
ループは仮想将来世代グループという立場で、別
の部屋で個別に議論を重ね、４回の議論を経てグ
ループとしての10個の施策を決定した。この実践
では仮想将来世代グループのメンバーには「その
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ままの年齢で2060年にタイムスリップ」し2060年
に生活している状況を想像してもらい、仮想将来世
代の視点のままで議論や意思決定を行ってもらっ
た。最終回である第5回目の議論では、現世代グ
ループと仮想将来世代グループの１つずつがペア
となって、それぞれの決定した10個の施策を相互
に発表しあった後に交渉と合意形成を行い、両世
代グループとしての上位10個の施策を提起した。
すなわちこのセッションは、現世代と仮想将来世代
の「世代間合意形成」を再現したものである。

この初実践から、仮想将来世代の導入効果に
関する重要な知見が得られている (Hara et al., 

2019)。例えば、現世代グループは、今顕在化してい
る課題に着目し、それを解こうとする課題解決型の
思考をする傾向が見られた。一方、仮想将来世代
グループは地域の文化や環境、歴史などの地域資
源の活用に着目した提案を行う傾向が見られた。
また、提案内容やアイデアには高い独創性が見ら
れた。さらには、複雑で時間がかかる課題をより重
視して優先的に取り組む傾向があること、社会変革
に対する高いインセンティブが見られること、などの
特徴が観察された。興味深いことに、現世代グルー
プと仮想将来世代グループの合意形成による最終
提案には、仮想将来世代グループが提示した案が
半数以上取り入れられる結果となった。現世代グ
ループが、交渉・合意形成を進める過程で、考え方
を変化させ、仮想将来世代グループの提案を受け
入れていくプロセスが観察されている。この実践で
は、仮想将来世代（将来省）の仕組みを導入するこ
とによって、現世代グループの議論や意思決定だ
けでは生まれ得なかったアイデアや合意形成が実
現できることが初めて示された。

続く同町での2017年の実践では、現世代グ
ループと将来世代グループの交渉・合意形成とい
う仕組みではなく、参加者全員が両世代の視点を
経験する方法を取り入れた。この実践には無作為
抽出で選ばれた町民の内、手を挙げた26名が参
加した。参加者は４グループに分かれ、２グループ
が町営住宅のプランを、他の２グループが公共施
設管理をテーマに、2050年を見据えて次の10年

で町が取り組むべき施策を検討した(Hara et al., 
2021）。参加者が１か月ごとに集まり次の３ステッ
プで意思決定を行った。すなわち、①現世代の視
点で施策を検討、②2050年の仮想将来世代の
視点で同じ内容を検討、③それまでの議論や意思
決定を内省し、いずれの世代の視点で検討しても
良いので最終提案を意思決定、ただし最終提案の
選択理由と将来世代へのアドバイスも明示する条
件とする、という内容である。なお、４グループのメン
バーは①～③のステップで固定（不変）である。興
味深いことに、４グループからの提案や意思決定
内容は各ステップで変化した。①は現在から将来
を考察して意思決定を行うものであり、我々が通常
行う意思決定の状況に近い。この場合、提案内容
は、ハード面の改良や、現在満たされてないニーズ
や欲求を充足することを主とした提案が多い傾向
にあった。ところが、②で仮想将来世代の視点から
検討した場合、生活弱者を対象に生活の質を高め
るための提案や福祉の視点に基づく提案へと、提
案内容の質が大きく変化した。また③では、矢巾町
以外にも目を向けるなど、思考の空間バウンダリー
が拡大して全体最適を考える視点も付加され、福
祉の観点に基づく提案が広がる傾向が見られた。
なお、参加者に実施したアンケート調査の分析か
らは、③のステップでは、参加者の多くが現世代と
仮想将来世代の両方を俯瞰する「上位視点」（視点

共有）から意思決定していたことが示唆されている。
仮想将来世代の視点を経験することで、上位視点
が創生されうるという発見は、その他の研究や実践
においても示されている。この取組において、将来
世代の視点から意思決定する仕組みを取り入れる
ことによって、将来世代や他者への共感に基づく発
想や意思決定が可能となることが示唆された。

以上の２つの実践を経て、矢巾町では2019年
４月に未来戦略室（現在は未来戦略課に格上げ）を
設置し、フューチャー・デザインを政策立案に取り
入れるための組織づくりを行っている。また、同じ
2019年度には、町の主要な行政計画である第７
次矢巾町総合計画後期基本計画の立案において
フューチャー・デザインの考え方と方法が全面的
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に導入された。公募住民と60人委員会と呼ばれ
る審議会メンバーとが一緒になり、仮想将来世代
の視点で計画の骨格となる柱や施策を提案した。
その結果、最終的に110の提言が出され、そのう
ちで事業レベルの提案である44件を除いた66件
中で、実に55件が総合計画に反映されている（吉

岡、2023）。このように、矢巾町では、持続可能性を
高める政策立案と行政計画を実行するため、フュー
チャー・デザインを機構・制度のレベルで導入する
試みを進めており、その観点からフューチャー・デザ
イン実践の先導的自治体だと言える。

矢巾町での実践を先駆けとして、現在では様々
な課題領域や政策分野でフューチャー・デザイン
の実践が進む。仮想将来世代の方法を取り入れた
実践は、都市計画、環境計画、業務改善や働き方
改革、カーボンニュートラル政策、再生可能エネル
ギー導入問題、水道インフラの維持管理計画、教
育プログラムの開発など、様々な課題領域で行わ
れている（大阪大学大学院工学研究科テクノアリーナ
最先端研究拠点部門「原フューチャー・デザイン革新拠

点」のホームページにもこれらの実践事例を記載してい

るので、参照いただきたい1）。これらのフューチャー・
デザイン実践では、各課題に関連するステークホル
ダー自らが将来世代の視点からの提案や意思決
定、合意形成を実施してきた。フューチャー・デザイ
ンに関わる研究者らはこれらのステークホルダー
と連携しつつ、学術的観点から仮想将来世代など
の仕組みの導入手法や条件設定に関わる支援を
行ってきた。そして、これらの実践プロセスや結果か
ら得られる様々なデータや情報は、フューチャー・
デザインの学術的発展に貢献している点も重要で
ある。

昨今では、政府機関、自治体、産業界、研究機
関等、異なるステークホルダーが連携して、社会的
課題への対策やビジョンづくりを検討するフュー
チャー・デザインの実践例も生まれている。産学
官連携による初の実践事例は、近畿地域エネル
ギー・温暖化対策推進会議「カーボンニュートラル
実現に向けたフューチャー・デザイン分科会」が実
施した、2050年カーボンニュートラル実現のため

のアイデアカタログ作成の取組であろう。近畿地方
の政府機関、自治体（府県・市）、経済団体、公的機
関、産業界や研究機関等から計22機関・組織が
参加し、2024年6月から3回の議論を経てアイ
デアカタログを作成した。22機関の参加者は4グ
ループに分かれ、仮想将来世代として「2050年時
点の近畿圏の社会状況」を描写し、「2024年から
取り組むべき具体的なアイデア」を提案したのであ
る。ここで着目すべきは、“組織の壁”を越えて、社
会目標であるカーボンニュートラル実現のための施
策を参加者が協働して提起した点であろう。将来
世代の視点から施策を検討することにより、連携・
協働のインセンティブも高まった可能性がある。筆
者らの研究グループは、仮想将来世代の仕組み
が、組織連携のインセンティブを高める可能性につ
いても研究を進めている。

これまでのフューチャー・デザイン実践から、仮
想将来世代の導入効果や意義が明らかになって
きた。例えば、１）思考のバウンダリーの拡大、２）独
創性の高まり、３）将来に対する危機意識の高まり、
４）社会的目標に対する共有意識の高まり、５）社
会変革に対するインセンティブの強化、等の傾向が
観察されている(Hara et al., 2023a)。また、現世代
と将来世代の両世代を俯瞰する上位視点が創造
される可能性についても先に述べた通りである。こ
れらの効果によって、長期的観点から頑健性のあ
る、多様な対策や政策オプションを構想し、選択で
きる可能性が示されている。

新たな産業イノベーションに向けて

フューチャー・デザインの社会実装は、産業イノ
ベーションにおいてどのような意味を持つのだろう
か。先に述べたように、将来可能性を生み出し、未
来社会に対する共感を高めた意思決定を実現で
きるのであれば、産業技術が社会に及ぼす影響を
持続可能性の観点からより適切かつ具体的に評
価し、イノベーションの新たな方向性をデザインで
きるかもしれない。筆者らは、このような問題意識か
ら、フューチャー・デザインとイノベーションとの関
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係性についても検証を進めている。その一例として、
研究開発（R&D）戦略と技術シーズの探索を目的
とした、総合水エンジニアリング会社であるオルガ
ノ株式会社によるフューチャー・デザインを紹介す
る。同社は、大阪大学の研究チームとの共同研究と
いう位置付けで、2019年から3年間、R&Dに携
わる社員と、経営企画の担当社員が参加したフュー
チャー・デザインを実践した。初年度の2019年度
の実践では、社員約20名が5グループに分かれ、
2050年社会や事業のあり様を想定し、次の10年
で取り組むべき研究開発戦略と技術シーズの探索
をテーマに「現世代」の立場と、2050年の「仮想
将来世代」の各立場で議論や意思決定を行った。
その結果、想定される未来社会や事業展望、そし
て今後取るべきR&D戦略の方針などのアイデアに
おいて、各世代の議論結果に大きな差異が見られ
た。将来世代の視点から検討した場合は、2050
年社会における事業戦略の描写において、会社が
有する技術シーズの応用展開を単に現在の延長
で検討するのではなく、まったく新しい応用領域を
設定して、社会実装を想定する傾向が見られた。ま
た、最終的に提案されたR&D戦略や、今後育てる
べき技術シーズの探索についても、将来世代視点
で考察した場合に新規テーマが多く提起されてい
る（Hara et al., 2023b）。参加社員へ実施したア
ンケート調査の結果からは、R&D戦略で検討す
べき判断基準として、「顧客のWantsやニーズ」「他
社との差別化」「ビジネスモデル」等、いわゆる短期
的な事業計画に関わる指標の重要性は、仮想将来
世代を導入した後には相対的に低下した。これら
の結果、およびその他の産業界でのフューチャー・
デザイン実践の結果を総合的に解釈すると、将来
世代の視点から検討することによって、技術が未来
社会に及ぼす影響をより具体的に捉えられる可能
性や、技術イノベーションの新たな方向性をデザイ
ンできる可能性が示唆されている。

結語—これからの展望と課題

本稿では、フューチャー・デザインの考え方と研

究事例や実践事例を紹介し、将来世代の視点から
現代の意思決定を考察・評価することが、持続可
能な意思決定を生み出す上で効果を持ちうること
を示した。長期課題が深刻化する中、将来世代の
利益を考慮することができない既存の社会の仕組
みを前提として課題解決を図るのではなく、将来世
代への共感を生み出し、持続可能な意思決定や行
動を実現するための「新たな社会の仕組み」を取り
入れていくことが重要となる。

フューチャー・デザイン研究の観点においては、
仮想将来世代を含む新たな社会の仕組みの有効
性や頑健性のさらなる検証、これらが効果的に機
能するための諸条件の解明など、様 な々リサーチク
エスチョンが存在する。これらの課題に取り組む、
多様な専門分野の研究者の参画は、引き続き重要
テーマである。また、未来社会に関わる諸課題や長
期課題に取り組むための考え方やリタラシーを涵
養する「教育」の重要性は論を俟たない。筆者が所
属する大阪大学においても複数の大学と連携し、
フューチャー・デザインを応用した教育プログラム
の設計や実践を進めている。研究と教育、そして実
践を連動させつつ、将来世代に持続可能な社会を
引き継ぐための仕組みづくりとその社会実装が、今
後ますます重要になってくるだろう。■

《注》
1	 大阪大学大学院工学研究科テクノアリーナ「フュー

チャー・デザイン革新拠点」実践事例
	 https://www.cf i .eng.osaka-u.ac. jp/ fd-

research/practices
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